
ガラテヤ人への手紙の学びの質問
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ガラテヤ人への手紙 1章

初めの挨拶　1：1-5

1.　パウロは使徒の務めをどの様に受けましたか。（1、ルカ6:12-16と使徒1:21-26を
参照に）

2.　パウロはどうして自分が使徒の地位であることを強調しなければなりませんでしたか。
　（1、2コリント10:4-5を参照に）

3.　イエス様の復活はどの様に行われましたか。（1、ピリピ2:5-10を参照に）

4. 恵みと平安は何処から来ますか。（3）恵みとは何ですか。(4)又平安とは何ですか。

5. イエス・キリスト様は何故十字架の道を歩まれたでしょうか。（4）

6. 私たちはどの様にすれば救いに預かりますか。（4）

7. 救いの目的は何ですか。（4）

8. 救いの最終的な結果は何ですか。（5）

9. 「アーメン」はどういう意味ですか。（5、黙示録3:14を参照に）

唯一の福音　1：6-12

10.　パウロが伝えた福音の内容と性質は何ですか。（6、1コリント15:1-8を参照に）

11.　恵みの福音以外にどうして他の福音はありえないでしょうか。（7、4:21と 5:11と
6:12-13を参照に）

12.　もし福音に律法を付け加えたりして曲げたりするとどの様な結果になりますか。
（8-9、5:12と 2コリント1-20を参照に）

13.　福音伝道はどの様な動機ですべきですか。（10）私たちは誰に使えていますか。

14.　もし人間が福音の中身を決めることが出来たなら、それはどの様なものになったで
しょうか。どうして福音が人間によらないのですか。（11）

15.　パウロは福音をどの様に受けましたか。（12）パウロの延べ伝えた福音と他の使徒
たちの福音とは違っていましたか。（16-17と 2:2を参照に）
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パウロの証　1：13-21

ガラテヤに来た偽教師たちは福音を信じることと他にユダヤ教の律法をも守らないと救わ
れないと主張していました。パウロは自分の証を通して、その道は空しいことを示します。

16.　パウロは以前どうして神の教会を迫害したでしょうか。（13-14、使徒7:56-8:1と
26:9-23を参照に）

17.　福音と福音の伝道者は互いにどの様な関係にありますか。（15-16）

18.　神様の私たちに対する計画はどの様なものですか。（15-16）

19.　福音を伝える時に個人の証の役割は何でしょうか。（15-16）

20.　パウロはアラビヤ（現在のシナイ半島）でどのぐらい居て、又何故そこに居たで
しょうか。（17-21、使徒9:19-30を参照に）

21.　人に証をする時にそれは何処で行われますか。（20）証をする時に何が大切ですか。

22.　教会は何のためにありますか。（22）

23.　救いの証の最終的な目的は何ですか。（23-24）

ガラテヤ人への手紙 2章

福音による一致　2：1-10

1.　パウロとバルナバとテトスは何故エルサレムに行かなければならなかったでしょうか。
(1-4、使徒15:1-29を参照に）

2.　パウロはどの様な啓示を受けましたか。（2、1:12と 1コリント15:3-6を参照に）他
の使徒は福音をどのように受けましたか。（マタイ16:15-19を参照に）

3.　にせ兄弟たちの教えはどの様なものでしたか。（3，4、4:9-10,17と 5:4と 5:12-13
を参照に）

4.　キリスト・イエスにある自由はどんな内容でしょうか。（4、2:16と 4:1-7,23-26と
5:1,13-14を参照に）

5.　霊的な指導者(リーダー)の大切な使命は何でしょうか。（5、2:14を参照に）何故で
すか。

6.　人に対する尊敬とキリスト者同士の平等(公平)は互いにどの様に調和すべきですか。
（6、3:28とヘブル13:7,17を参照に）

7.　伝道においてどの様な責任分担が必要ですか。（7）

8.　伝道はどの様にすれば可能ですか。（8）

9.　異なる使命を頂いた働き人は互いにどの様な関係を持つべきですか。（9-10、使徒
21:17-19と 2コリント9:12-14を参照に）

福音の真理と正しい生き方　2：11-14

10.　ペテロ（ケパ）とバルナバが偽善的な行為に陥った動機は何だったでしょうか。
（11-13）他人を顧みる場合に正しい接し方と間違ったやり方との間にはどの様な違
いがありますか。（1コリント8:1-13;9:19-23を参照に）

11.　教会の指導者が福音の真理から外れたら、何をすべきですか。（14）

2



12.　人の罪を個人的に指摘して、悔い改めに導く時は何時ですか。また公にそうすべき
場合は何時ですか。（14、マタイ18:15-17を参照に）

信仰によって義と認められる　2：15-21

13.　ユダヤ人の特権は何でしょうか。（15、エペソ 2:12を参照に）

14.　ユダヤ人には異邦人とは異なる救いの道が用意されていますか。（16）

15.　救いへの唯一の道は何ですか。（16、ロ-マ4:4-9を参照に）

16.　義と認められたキリスト者が罪を犯したら、十字架の贖いは無効になりますか。
（17、ロ-マ6:1-11を参照に）

17.　律法の下に戻ると律法は私たちに何を要求しますか。（18）

18.　律法によって律法に対して死んだと言う事はどんな意味でしょうか。その結果どの
様な生き方が生まれますか。（19、ロ-マ7:1-6を参照に）

19.　私たちがキリストと共に十字架に付けられたとはどんなことでしょうか。（20）

20.　キリスト者の命は何ですか。（20）

21.　キリストの愛は何処に現れますか。それをどの様に自分のものにしますか。（20）

22.　恵みと律法はどの様な関係にありますか。（21）恵みの中身は何ですか。

ガラテヤ人への手紙 3章

律法の行いか信仰か　3：1-14

1.　悪魔の狙いは何ですか。（1）それは何故ですか。（1コリント1:18を参照に）

2.　福音を語るときに中心になることは何ですか。（1）

3.　聖霊はどの様に授けられますか。（2、5、使徒2:38-39; 8:15-17; 10:44を参照に）

4.　律法の下で生きようとしたら、結果は何ですか。（3）

5.　律法の下に戻るとどうして迫害と苦しみが減るのですか。（4、5:11と 6:12を参照
に）

6.　キリストのための苦しみはどうして無駄ではないのですか。（4、1ペテロ2:12,20-
25を参照に）

7.　奇跡のみ業はどの様に行われますか。（5、1コリント12:4-11を参照に）奇跡の役割
は何ですか。

8.　義と認められたアブラハムの信仰はどの様なものでしたか。（6-8、創世記 15:1-6を
参照に）

9.　信仰の本質は何ですか。（6、ロ-マ4:4-9を参照に）

10.　どの様な祝福が信仰の中に結びついていますか。（7-9、11、14、ロ-マ1:16-17を
参照に）

11.　律法ののろいは何ですか。（10、申命記 28章を参照に）

12.　律法を部分的に守ることはどうして十分ではありませんか。（10-12）もし律法を
100％守ったらどうなりますか。（12）
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13.　律法を守ることの出来ない私たちの受けるべきのろいから解放されためにはどの様
にして可能になりましたか。（13）

契約と律法　3：15-4：7

14.　旧約聖書は古い遺言の聖書です。新約聖書は新しい遺言の聖書です。遺言という形
の契約の特徴は何ですか。（15、17、ヘブル9:15-18を参照に）

15.　アブラハムが頂いた約束は誰によって成就されました。（16）聖書を読む時に文法
にまで注意しなければならないのは何故ですか。

16.　契約と律法の関係はどの様なものですか。（17、18）

17.　遺言で約束された遺産は何ですか。（18、ヨハネ 17:22-26を参照に）

18.　律法の役割は何ですか。（19-24、ロ-マ7:7-25を参照に）

19.　律法は何故救いをもたらせませんか。（21）

20.　養育係りとしての律法はどの様に働きますか。それは何処までですか。（22-
25、4:1-5を参照に）

21.　信仰によって私たちはどの様な存在ですか。（26）

22.　洗礼はどの様な恵みをもたらせますか。（27、ロ-マ6:1-11とコロサイ2:10-15を
参照に）

23.　キリスト者同士の一致と平等は何に基づきますか。（28）

24.　キリスト者は誰のものですか。それによってどのような特権を持ちますか。（29）

ガラテヤ人への手紙 4章

1.　奴隷と子供の相続人の例えでパウロは律法と約束の関係につて何を説明しようとして
いますか。　（1-3、5）

2.　「この世の幼稚な教え」とは何を意味しますか。（3、4:8-10を参照に）

3.　神様の計画において時間はどの様な役割がありますか。（4）私たちは今神様の計画
のどの時代を生きていますか。

4.　イエス様は律法の下に生まれたのは私たちにどの様な恵みをもたらしましたか。　
（4-5）

5.　神様の子供の特権は何ですか。（6，7、ロ-マ8:15-17を参照に）

6.　神様のみ心は何ですか。（7）

パウロの心配　4：8-20

7.　ガラテヤの人々はキリスト者になる前はどんな宗教を崇拝していましたか。（8-9、
使徒14:11-13を参照に）

8.　神様をどの様に知るようになりましたか。（9、1テサロニケ1:6-9を参照に）神様が
私たちを知っていて下さると言う事は何を意味しますか。

9.　苦労をしていたパウロの願いは何でしたか。（11，12、20、1コリント9:19-23を参
照に）
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10.　パウロはどの様な状態でガラテヤでの伝道をしましたか。（13）

11.　ガラテヤのキリスト者が救われた時の状態はどんなものでしたか。（14-15）あなた
が信仰に入った時と今の状態を比べたらどう違いますか。

12.　自分の人生のつらい真実と向き合うことは楽な事ではありませんが、それを認めた
らどうなるでしょうか。（16、ヨハネ 8:31-32を参照に）

13.　正しい熱心さと誤った熱心さをどの様に区別することが出来ますか。（17-18）

14.　私たちはどの様にしてキリストのように変えられて行くのですか。（19）

ハガルとサラの例え　4：21-31

15.　ガラテヤのキリスト者の問題は何でしたか。（21）

16.　旧約聖書の歴史には比喩的な意味もあります。ハガルとイスマエルは何を指します
か。サラとイサクは何を指しますか。（22-24）

17.　聖書はよくシナイ山とシオン山（エルサレム）を比べます。私たちのエルサレムは 
何ですか。（25-26、ヘブル12:18-24を参照に）

18.　キリスト者の特権は何ですか。（26，27、28、31、5:1を参照に）

19.　キリスト者はどうして迫害されるのでしょうか。（29、ヨハネ 16:1-3を参照に）

20.　「奴隷の女とその子どもを追い出せ」と言う命令は私たちの場合に何を意味します 
か。（30）

ガラテヤ人への手紙 5章

キリストにある自由　5：1-15

1.　キリストによって自由にされたキリスト者にはどのような危険性がありますか。
（1、4）

2.　割礼を受けると、どうしてキリストが私たちに何の益にもなりませんか。（2-3、6、
使徒15:1-2,23-29;　16:1-3を参照に）割礼は何ですか、その役割は何でしたか。　
（創世記 17:9-14を参照に）

3.　義をいただく望みは何を指していますか。（5）

4.　信仰はどの様に働きますか。（6）

5.　ガラテヤのキリスト者の信仰生活の初めはどの様なものでしたか。（7、4:15を参照
に）

6.　どの様な過程(プロセス)を経て私たちを真理から離れさせるのでしょうか。（7-
9、11）

7.　間違った教えを持つ人にはどの様に接するべきですか。（10，12、1ヨハネ 4:1-6と
2ヨハネ 7-11を参照に）

8.　自由と愛は互いにどんな関係にありますか。（13，14）

9.　キリスト者同士の対立は何をもたらせますか。（15）どの様に解決すればいいでしょ
うか。（7、22）
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御霊による歩み　5：16-26

10.　御霊による歩みはどの様なものですか。（16、18、25、ロ-マ8:1-13を参照に）

11.　キリスト者の葛藤の理由は何処にありますか。（17、ロ-マ7:14-25を参照に）

12.　罪深い性質（肉）の行いは何ですか。（19-21）

13.　肉の行いをしている人の運命は何ですか。（21）

14.　御霊の実は何ですか。（22-23、26、ヨハネ 15:1-17を参照に）

15.　自分の肉を十字架に付けるとはどういう意味ですか。（24、2:19-20を参照に）

ガラテヤ人への手紙 6章

互いの荷物を負い合う　6：1-10

1.　過ちを犯した人を正すことが出来るキリスト者はどの様な人であるべきですか。どの
ような姿勢で接して正すべきですか。（1、マタイ18:15-18を参照に）

2.　互いの重荷を背負い合うとは具体的にはどういう事ですか。（2）誰もが自分の重荷
も背負っていることと、これとはどう調和していますか。（5）

3.　キリストの律法とモーセの律法はどう違いますか。（2、ヤコブ1:25を参照に）

4.　私たちは自分を他人とどの様に比較すべきですか。（4、ルカ7:40-47を参照に）

5.　霊的な教師とどの様に接するべきですか。（6、ヘブル13:16-17を参照に）

6.　正しい意味での因縁はどの様なものですか。（7）

7.　キリスト者の成長の秘訣は何でしょうか。（7-9、5:25を参照に）

8.　忍耐は何に必要ですか。（9）

9.　救いはどの様な生き方を生みますか。（10、エペソ 2:10を参照に）

まとめと挨拶　6：11-18

10.　パウロはその手紙をどの様に書きましたか。（11）

11.　私たちは何を自慢出来ますか。（12-14）

12.　イエス様の十字架は私たちに何を意味しますか。（14）

13.　新しい創造とは何を意味しますか。（15、2コリント5:16-21を参照に）

14.　平安と哀れみはどの様な人に与えられますか。（16）神のイスラエルとは何を指し
ますか。

15.　パウロの体についているイエスの焼き印は何でしょうか。（17）私たちは兄弟姉妹
の経験した苦労に対してどの様な姿勢で臨む必要がありますか。

16.　キリストの恵みはどの様なものですか。（18）
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